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保証
このマニュアルの内容は「現状のま
ま」提供されることを前提としてお
り、将来の改訂版で予告なく変更さ
れることがあります。また、
Agilent は適⽤される法律によって
最大限許される範囲において、この
マニュアルおよびそれに含まれる情
報に関し、商品の適格性や特定⽤途
に対する適合性への暗黙の保障を含
み、また、それに限定されないすべ
ての保証を明示的か暗黙的かを問わ
ず、⼀切いたしません。Agilent は、
このマニュアルまたはこのマニュア
ルに記載されている情報の提供、使
⽤または実⾏に関連して⽣じた過誤、
付随的損害あるいは間接的損害に
対する責任を⼀切負いません。
Agilent とお客様の間に書面による
別の契約があり、このマニュアルの
内容に対する保証条項がここに記載
されている条件と矛盾する場合は、
別に合意された契約の保証条項が適
⽤されます。
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注意 注意は、取り扱い上、危険があることを示
します。正しく実⾏しなかったり、指示を
遵守しないと、製品を破損や重要なデータ
の損失にいたるおそれのある操作⼿順や⾏
為に対する注意を促すマークです。指示さ
れた条件を⼗分に理解し、条件が満たされ
るまで、注意を無視して先に進んではなり
ません。

警告 警告は、取り扱い上、危険があることを示
します。正しく実⾏しなかったり、指示を
遵守しないと、人身への傷害または死亡に
いたるおそれのある操作⼿順や⾏為に対す
る注意を促すマークです。指示された条件
を⼗分に理解し、条件が満たされるまで、
警告を無視して先に進んではなりません。
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この操作説明書は以下の機器に適用されます。

表 1 電気クリンパ / デキャッパモデル

型番号

11 mm 電気クリンパ  5190-3188

20 mm 電気クリンパ   5190-3189

11 mm 電気デキャッパ 5190-3190

20 mm 電気デキャッパ 5190-3191

表 2 関連部品

品目番号

6.4 Volt Lithium Ion Battery 5190-3192 
3Agilent Technologies



安全および規制に関する認証

電気クリンプツール、ISO 9001 に登録された品質シ
ステムに基づいて設計および製造されています。

警告ラベル
この機器の操作、サービス、および修理の全段階を通
じて、マニュアルやこの機器で表示される警告を必ず
守ってください。これらの注意を遵守しなければ、設
計の安全基準や機器の使用目的に反することになりま
す。Agilent Technologies は、お客様がこれらの要
件を遵守しなかった場合の責任は⼀切負わないものと
します。

詳細については、付随情報を参照してくださ
い。

.
クリンプ作業を⾏う際は、必ず保護メガネを
着用してください！

クリンパやデキャッパの締め口は、非常に強
い⼒で挟むことがありますのでご注意くださ
い。

I このラベルの付いている電気製品は家庭ゴ
ミとして捨ててはいけないことを示します。
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放射音圧レベル

音圧
音圧（Lp） <70 dB 未満（DIN-EN 27779）。

Schalldruckpegel

Schalldruckpegel LP < 70 dB (A) nach DIN-EN 
27779.

製品のクリーニング / リサイクル
外装をクリーニングする場合は、電源を外して、水気
のない柔らかい布で拭いてください。製品のリサイク
ルについては、所在地域の弊社営業所にお問い合わせ
ください。
取扱説明書 5



警告 , 製品の⽤途 , 使⽤環境

警告

バッテリに関する警告

バッテリの処分について
バッテリは⼀般廃棄物として廃棄しないでください。
廃棄の仕方は⾃治体、国によりその処理が異なってい
ますので、その指示にしたがってリサイクルしてくだ
さい。

警告 クリンプ作業を⾏う際は、必ず保護メガネ
を着⽤してください。
クリンパやデキャッパの締め口は、非常に
強い⼒で挟むことがありますのでご注意く
ださい。
クリンパやデキャッパに決して⼿指を挿入
しないでください。

警告 ⽕傷の危険：取り扱いを誤ると、破裂、発
⽕する恐れがあります。

注意 分解したり、火の中に入れないでください。
バッテリの充電には、クリンパ付属の DC 
7.5 V 電源以外は使用しないでください。
60 ⁰ C 以上の熱させないでください。
破壊したり改造しないでください。
交換用 6.4V バッテリパック（部品番号
300907）以外は使用しないでください。
他のバッテリの使用は、充電中や使用中に
火災の原因となることがあります。
6 取扱説明書



製品の⽤途
この電気クリッパ／デキャッパは、研究室環境のみで
ご使用ください。 

使⽤禁止
その他の用途での使用を固くお断りします。

使⽤環境
• 温度 15 ºC 〜 35 ºC
• 湿度 75% 以下
• 圧⼒ 0.75 〜 1 bar 
取扱説明書 7



概要とセットアップ

本製品について
電気クリンプ / デキャップツール、研究室資料として
使用するバイアルの標準的なクリンプキャップをクリ
ンピング及びデキャップするための機器です。クリン
プキャップの最も⼀般的なサイズに合った複数の締め
口をセットでお使いいただけます。

クリンピングツールのセットアップ
この取扱書をすべて読み、本機器の扱い方を理解して
からご使用ください。精密機器と同程度の注意を払っ
てください。
梱包された箱からクリンパ、電源、ケーブルを取り出
します。
クリンパ及びデキャッパに損傷がないか、ご確認くだ
さい。損傷が⾒られた場合、直ちにお買い求め先にご
連絡ください。
8 取扱説明書



操作方法

バッテリの充電
クリンパまたはデキャッパを使用する前にバッテリを
充電してください。充電中、クリンプツールは動作し
ません。
1 クリンプツールに DC 電源アダプタの出⼒プラグを

差し込みます。しばらくすると、ツール前面のバッ
テリ LED が緑。

.

1、2 時間後にバッテリ LED が緑色に点滅し始め、
充電が完了したことを示します。
取扱説明書 9



2 出⼒プラグからクリンパを外します。

使⽤可能なバイアル、キャップ、シールの
選択
Agilent 電子クリンプ / デキャップツールは、オール
スチール製キャップには使用できません。アルミニウ
ムキャップ、または側面がアルミニウム製のキャッ
プ、そしてサイズや厚みが標準のシールには使用でき
ます。

電気クリンパ使⽤のための調整
使用するバイアル、キャップ、シールに対して、電気
クリンパを調整する必要があります。クリンプツール
最上部にある調整ボタンのプラス（＋）とマイナス

（－）ボタンで、ツールを駆動するモータの停止位置
を調整します。
クリンプツールを調整することで、効率的に⾼さ調整
を⾏うことができます。キャップのカシメ量が精密に
調整されます。新しいクリンパの場合、機器のある部

バッテリ LED
10 取扱説明書



分が伸縮したり摩擦が起きたりして、少々クリンピン
グに時間がかかることがありますが、⼀般にバイアル
やシールの元の形状の均⼀性を失わないクリンピング
を⾏うことができます。
1 クリンプ設定用に、バイアル、キャップ、シールを

5 個以上用意します。バイアルの上にシールと
キャップを取り付け、キャップ上部にクリンパを乗
せます。

2 トリガボタンを軽く押すと、モータが動作します。
クリンプが完了するまで、スイッチを押したままに
してください。スイッチを途中で離すと、クリンパ
の動作は止まり、元のポジションに戻ります。
サイクル完了後にステータス LED がアンバー（オ
レンジ）色に点滅した場合は、動作に異常が検出さ
れたことを示します。2 回点滅 した場合は、トリ
ガボタンを早く離しすぎたことを意味します。3 回
点滅 した場合は、クリンパが失速し、設定された
位置までクリンパを移動させる電⼒が不⾜していた
ということを意味します。

3 クリンプしたバイアルがしっかりと閉まっているか
確認します。キャップが簡単に回転する場合、調整
ボタンのプラス（＋）ボタンを 2、3 回押します。
この新しい設定値でのクリンピングは、新しいバイ
アルとキャップで試してください。

1 度クリンプしたバイアルを再びクリンプしても、⼀
般的に同じ結果にはならず、バイアルの破損という結
果になることもありますので、2 回クリンプはしない
でください。詳細は「トラブルシューティング」のセ
クションを参照してください。

20 mm ヘッドスペースバイアルについては特
別な注意事項があります
キャップをひねって、ヘッドスペースバイアルが満⾜
のいく確認することが⼀般的な方法です。シールが十
分に圧縮されている限り、多くのシールシステムの圧
⼒は完全に保持されます。
取扱説明書 11



電気デキャッパの使⽤のための調整
デキャップの場合、調整はあまり必要ではありませ
ん。工場出荷された状態のままで、デキャッパは
キャップを取り外せるようになっています。
11 mm デキャッパの使い方は、まずバイアルの首の
周辺で締め口を閉じ、それからキャップを剥ぎ取りま
す。11 mm デキャッパを使う場合、ガラス製バイア
ルの強度がデキャッパの⼒に耐えられるに十分である
必要があります。粗悪なガラスや強度の⾜りないガラ
スの場合、あるいはバイアルを再利用する場合、デ
キャップ中にバイアルの縁が破損する恐れがありま
す。
11 mm デキャッパは、ストロークの⻑さがキャップ
を取り外すのに十分かどうかを確認して調整します。
20 mm デキャッパの使い方は、まずキャップの側面
をデキャッパ挟み口で挟み、それからガラスを押し出
します。挟むことによりまずキャップを引っ張り、最
後はデキャッパの勢いでキャップが外れます。
20 mm デキャッパは、ストロークの⻑さがキャップ
を取り外すのに十分かどうかを確認して調整します。

バッテリの再充電
電気クリンパ付属 6.4V バッテリパックは、リチウム
イオン電池を使用します。バッテリの使用年数および
シールやキャップの条件にもよりますが、バッテリが
十分に充電されていれば電気クリンパ／デキャッパは
通常、数百本のバイアルをクリンプできます。
多数のバイアルのクリンピングを毎⽇のように⾏わな
い限り、毎晩バッテリを再充電する必要はありませ
ん。リチウムイオン電池パックは、何週間も電⼒を失
わずに保持することができます。
充電が必要な場合、クリンピング中にバッテリ LED 
がアンバー（オレンジ）色に点滅します。
12 取扱説明書



リチウムイオン電池パックは最低 1500 回は充電でき
るようになっています。交換が必要になるまではクリ
ンプツールから取り外さないでください。
詳細は、“ バッテリの充電 ” をお読みください。

バッテリ
取扱説明書 13



リセット
リセットボタンを押すには、クリップなど、先の細い
物を使用し、凹型ボタンを押します。 
• シングルリセット : リセットボタンを 1 回押すと、

位置センサーをゼロに設定し、プロセッサをリ
セッ。 

• 工場出荷時リセット : 調整ボタンのプラス（＋）と
マイナス（＋）の両ボタンを押したまま、リセット
ボタンを押します。ステータス LED  が緑色 1 回点
滅し、クリンプツールは工場出荷時の設定値に戻さ
れます。これは、調整が大きくずれている場合に、
⼀貫した調整の開始点を探すのに便利です。

保管、出荷
この製品の保管や出荷の際は、誤って作動しないよ
う、締め口に保護カバーを取り付けてください。

リセット
14 取扱説明書



クリンパの故障状態
故障状態は、通常、クリンプサイクルの後に LED シ
グナルで表示されます。

表 3 LED 故障コード 

LED 故障コード 考えられる原
因

推奨事項

ステータス 
（Status）

クリンプ後、3 
回のアンバー

（オレンジ）色
の点滅。

クリンプ後、3 
回のアンバー

（オレンジ）色
の点滅。

クリンプの設定値を低く
調整してください。

作動しない状態 
- バッテリが十
分に充電されて
いない。

バッテリを再充電してく
ださい。

ステータス
（Status）

クリンプ後、2 
回のアンバー

（オレンジ）色
の点滅。

早くトリガボタ
ンを離す - サイ
クルを完了する
前にツールが戻
される。

早くトリガボタンを離す
- サイクルを完了する前
にツールが戻される。

ステータス
（Status）

3 回のアンバー
（オレンジ）色
の点滅があり、
ツールはクリ
ンプサイクル
を⾏わない。

モータドライブ
故障 。

保証の連絡先や修理サー
ビス情報は、“ トラブル
シューティング、メンテ
ナンスおよび修理 ” のセ
クションを参照してくだ
さい。

バッテリ 
（Battery）

充電中に連続
的にアンバー

（オレンジ）色
が点滅。

充電回路の故
障。

保証の連絡先や修理サー
ビス情報は、“ トラブル
シューティング、メンテ
ナンスおよび修理 ” のセ
クションを参照してくだ
さい。

バッテリ 
（Battery）

クリンプサイ
クル中にアン
バー（オレン
ジ）色の点滅。

充電が不⾜して
います。

充電してください。
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バッテリ 
（Battery）

トリガスイッ
チを押した後
で、1 回、アン
バー（オレン
ジ）色の点滅

（サイクルは開
始しない）。

クリンパのサイ
クルを完了する
にはバッテリの
残量が少なすぎ
ます。

充電してください。

表 3 LED 故障コード ( 続けて )

LED 故障コード 考えられる原
因

推奨事項
16 取扱説明書



トラブルシューティング、メンテナンスお
よび修理

⼀般的なメンテナンス
クリンプツールには、電池パック以外、ユーザが交換
可能な部品は含まれていません。 クリーニングや電池
パックの交換の際は、必ず締め口に指を近づけないよ
うにしてください！

クリーニング
クリンプツールを、水や溶剤に浸けないでください。
ケースの外側は、⼀般の中性洗剤で拭くか、かたく
絞った布で拭いてください。電子部品やバッテリ接続
部が湿らないように注意してください。使用中、クリ
ンプツールがサンプルや腐食性物質等に直接触れない
ように注意してください。接触した場合は、適度に薄
めた中和溶液で拭き取るなどの処置をしてください。

バッテリ交換
指定の 6.4V 交換用バッテリパック、部品番号
5190-3192 を使用してください。他のバッテリを使
用すると、充電中や使用中に火災を起こす恐れがあり
ます。
1 バッテリのカバーをその位置で押さえたまま、ネジ

を外します。
取扱説明書 17



2 バッテリのカバーを外します。

3 コネクタのラッチを押しながら引き抜き、ボードか
らバッテリを外します。

4 リード線が接続されたままの状態で、バッテリを本
体から取り出します。
18 取扱説明書



5 5) ラッチを固定したことを確認し、バッテリを
ボードに取り付けます。バッテリをケースに押して
入れます。その際、リード線が曲がっても構いませ
ん。

6 カバーを本体に戻し、ねじを付けます。
取扱説明書 19



トラブルシューティング 
表 4 ⼀般的な問題の解決法 

キャップの側面がでこ
ぼこしている

考えられる原因 推奨事項

キャップの側面がでこぼ
こしている。

クリンプ設定値が
⾼すぎる。クリン
プが堅すぎる。

低いクリンプ設定値にク
リンパを調整します。

キャップが簡単に回転す
る。

クリンプ設定値が
低すぎる。クリン
プが緩すぎる。

調整ボタンのプラス（＋）
ボタンを押して、⾼い設
定値にクリンパを調整し
ます。

適切なクリンプ設定値を
⾒つけることができな
い。

クリンパの調整が
大きくずれている。

クリンパを工場出荷時の
設定状態に戻す。上記

「“ リセット」を参照して
ください。

クリンピングが均⼀でな
い。⼀部のバイアルは良
いが、⼀部は悪い。

バイアル、キャッ
プ、シールの形状
が均⼀でない。

標準的、または認可を受
けたバイアル、キャップ、
シールを使用して、クリ
ンパの状態を確認します。

クリンパの電子機
器の故障。

Agilent のウェブサイト 
www.agilent.com 
/chem/techsupport のサ
ポート情報をご覧くださ
い。

11 mm あるいは 13mm
デキャッパでキャップを
バイアル上から取り外せ
ない。

デキャッパの設定
位置が低すぎる。

調整ボタンのプラス（＋）
ボタンを押して、⾼い設
定値にクリンパを調整し
ます。

締め口が磨り減っ
ているか、壊れて
います。

デキャッパを交換するか、
修理する必要があります。
Agilent のウェブサイト 
www.agilent.com 
/chem/techsupport のサ
ポート情報をご覧くださ
い。

モータが動かないか、 方
向だけにしか動かない。

駆動回路の故障。 Agilent のウェブサイト 
www.agilent.com 
/chem/techsupport のサ
ポート情報をご覧くださ
い。
20 取扱説明書
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サポートおよび修理
クリンプツールが保証期間内の場合は、Agilent 代理
店にお問い合わせください。保証期間が終了している
場合は、修理サービスに関する情報は、Agilent の
ウェブサイト www.agilent.com/chem/techsupport の修
理サービス情報をご覧ください。

バッテリ充電が不十分
か、バッテリがフルに充
電されていない。

充電時間が不⾜し
ています。

クリンパを⼀晩充電しま
す。トリクル電流でバッ
テリをフル充電すること
が可能です。

バッテリが消耗し
ている可能性があ
ります。

バッテリを交換します。
充電を 1500 回した後は、
バッテリ容量は 60 パー
セントになります。

表 4 ⼀般的な問題の解決法 ( 続けて )

キャップの側面がでこ
ぼこしている

考えられる原因 推奨事項
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